
介
護
相
談
員

介
護
相
談
員

介
護
相
談
員
を

募
集
募
集
募
集
し
ま
す

み
ん

なで
省エネ！

み
ん

なで
省エネ！

み
ん

なで
省エネ！

環境にやさしい快適な暮らし方
家庭用蓄電池編

災害時に電気が使えて省エネにも役立つ、家庭用蓄電池をご
紹介します。 【担当課】 環境課 �５６５４‐８２２８

家庭用蓄電池って？
蓄電池とは、電力会社から供給される電気や、太陽光発電な
どによって発電した電気を貯めておき、必要になった際に使用
できる電池です。
家庭用蓄電池は、一般家庭での生活に必要な家電などが利用
できる規模のものです。家庭用のコンセントにつなぐものや、
建物の分電盤に取り付けるもの、電気自動車・プラグインハイ
ブリッド車に搭載したものなどがあります。

災害時にも電気が使えます
地震などの災害時、電力会社からの電気の供給が止まってし
まうことが考えられます。その場合でも、蓄電池があれば貯め
ておいた電気を利用できます。太陽光発電システムなどを同時
に設置することで、昼間発電した電気を夜間でも利用できます。

ピークシフトで環境負荷の低減も
電気使用量の多い夏の昼間などの時間帯に、夜間に充電した
電気を利用して電力会社からの電力供給を減らす「ピークシフ
ト」を行うことで、電力消費を平準化することができます。多数
の人が平準化できれ
ば、全体的な電力供
給の削減になり、環
境負荷の低減につな
がります。また、家
計においても時間帯
別の料金プランを見
直すことで、電気料
金の削減になります。

補助金制度があります
蓄電池の導入には、
区と東京都の補助金
制度があります。
詳しくは、区ホー
ムページ、クール・
ネット東京ホームペ
ージ（http : //www.t
okyo-co２down.jp/）
をご覧ください。

寅
さ
ん
記
念
館
（
柴
又
６
‐

２２
‐
１９
）
に
、
寅
さ
ん
が
子
ど

も
の
頃
に
空
襲
に
遭
っ
た
場
面

を
想
定
し
た
展
示
ブ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
展
示
を
見
る
と
、

作
家
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
が
著
し

た
『
東
京
セ
ブ
ン
ロ
ー
ズ
』（
１

９
９
９
年
文
藝
春
秋
刊
）
の
一

場
面
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

『
東
京
セ
ブ
ン
ロ
ー
ズ
』
は
、

台
東
区
根
岸
で
う
ち
わ
屋
を
営

む
主
人
公
、
山
中
信
介
が
、
昭

和
２０
年
４
月
２５
日
か
ら
昭
和
２１

年
１
月
２２
日
に
書
き
つ
づ
っ
た

日
記
仕
立
て
の
物
語
で
、
戦
時

中
や
戦
後
間
も
な
い
頃
の
�
飾

も
登
場
し
ま
す
。

◆

◆

◆

山
中
は
、
戦
時
中
の
資
材
不

足
で
本
業
の
う
ち
わ
屋
が
で
き

ず
に
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
根

ふ
ん
に
ょ
う

岸
の
町
に
「
町
内
各
家
庭
屎
尿

汲
取
延
期
の
お
詫
び
」
と
い
う

回
覧
板
が
回
り
ま
す
。
回
覧
板

に
は
、
ふ
ん
尿
を
根
岸
か
ら
柴

又
２
丁
目
・
金
町
２
丁
目
へ
運

搬
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
が
、

働
き
手
が
兵
隊
に
取
ら
れ
、
牛

馬
ま
で
も
徴
用
さ
れ
て
運
搬
手

段
が
な
い
た
め
に
、
�
飾
の
清

掃
業
者
が
ふ
ん
尿
を
根
岸
ま
で

く
み
取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
事
情
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
時
下
に
お
け
る
便
所

事
情
を
解
決
す
る
た
め
に
、
山

中
は
オ
ー
ト
三
輪
を
走
ら
せ
、

根
岸
の
町
内
の
ふ
ん
尿
を
柴
又

や
金
町
の
共
同
肥
だ
め
ま
で
運

ぶ
仕
事
を
請
け
負
い
ま
す
。

あ
る
日
、
運
搬
が
終
わ
り
、

江
戸
川
べ
り
で
ふ
ん
尿
で
汚
れ

た
オ
ー
ト
三
輪
を
洗
っ
て
い
る

と
、
２
歳
く
ら
い
の
か
わ
い
い

女
の
子
を
背
負
っ
た
、
角
張
っ

た
下
駄
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い

る
７
歳
く
ら
い
の
男
の
子
と
出

会
い
ま
す
。

男
の
子
は
、
女
の
子
が
ぐ
ず
だ
い
き
ょ
う

る
と
「
こ
ら
、
さ
く
ら
、
題
経

じ

ご

ぜ
ん

さ
ま

寺
の
御
前
様
に
噛
み
噛
み
し
て

も
ら
ふ
よ
」
と
言
っ
て
お
と
な

し
く
さ
せ
る
と
あ
り
、
こ
の
会

話
か
ら
女
の
子
の
名
前
は
「
さ

く
ら
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
男
の
子
は
お
の
ず
と
誰

で
あ
る
か
推
測
で
き
る
と
思
い

ま
す
。◆

◆

◆

『
東
京
セ
ブ
ン
ロ
ー
ズ
』
に

描
か
れ
た
戦
時
中
の
江
戸
川
べ

り
の
男
の
子（
寅
）と
女
の
子

（
さ
く
ら
）が
い
る
風
景
。
寅
さ

ん
記
念
館
の
展
示
も
同
じ
よ
う

に
江
戸
川
べ
り
に
寅
と
さ
く
ら

の
兄
弟
が
い
ま
す
が
、
情
景
は

異
な
り
、
空
襲
の
場
面
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

柴
又
に
は
、
�
飾
で
唯
一
戦

時
中
に
使
わ
れ
た
防
空
壕
が
山

本
亭（
柴
又
７
‐
１９
‐
３２
）に
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
２０

年
２
月
の
空
襲
で
は
、
柴
又
の

り
ょ
う

か
ん

じ

良
観
寺
が
焼
失
す
る
な
ど
、
戦

禍
の
記
憶
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

柴
又
を
訪
れ
た
時
、
寅
さ
ん
の

子
ど
も
時
代
は
戦
時
中
だ
っ
た

こ
と
を
寅
さ
ん
記
念
館
の
展
示

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
、
柴

又
の
風
景
が
い
つ
も
と
違
っ
て

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
）

戦
争
と
寅
さ
ん

かか
つつ
しし
かか
のの
暮暮
らら
しし
とと
文文
化化

１６２

寅
さ
ん
記
念
館
の
東
京
大
空
襲
に

関
す
る
展
示

�
松
竹

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
施
設
を
訪
問
し
、
利
用
者

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
利
用
者

の
希
望
・
疑
問
な
ど
を
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
に
伝
え
て
い
た

だ
く
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
開
始
は
９
月（
予
定
）で
、

任
期
は
２
年
で
す（
再
任
あ
り
）。

【
対
象
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

▽
区
内
在
住
で
、
平
成
２６
年
９

月
１
日
現
在
６７
歳
以
下
の
方

▽
月
４
回
決
め
ら
れ
た
施
設
を

訪
問
す
る
活
動
を
継
続
的
に
で

き
る
方（
１
回
３
時
間
程
度
、担

当
施
設
２
〜
４
カ
所
）

▽
決
定
後
、
６
日
間
の
介
護
相

談
員
養
成
研
修
を
受
講
で
き
る

方（
６
月
３
日
�
〜
６
日
�
、７

月
１１
日
�
、
他
１
日
、
ま
た
は

６
月
１７
日
�
〜
２０
日
�
、
７
月

３０
日
�
、
他
１
日
）

▽
区
内
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
な
い

方【募
集
人
数
】

２
人
程
度

【
謝
礼
】

１
回
の
訪
問
に
つ
き
２
千
円

（
交
通
・
通
信
費
含
む
）

【
申
込
方
法
】

作
文
「
私
が
考

え
る
高
齢
者
の
介
護
」（
Ａ
４
判

横
書
き
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
千
字
程
度
）
に
住
所
・
氏
名

・
生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番

号
を
書
い
た
紙
を
添
え
て
、
４

月
１０
日
�（
必
着
）ま
で
に
持
参

か
郵
送
。
電
子
申
請
可
。

【
選
考
方
法
】

作
文
選
考
の
上
、

面
接（
５
月
中
旬
予
定
）。

【
申
し
込
み
・
担
当
課
】

〒
１２４
‐
８５５５
�
飾
区
役
所
福
祉
管

理
課（
区
役
所
３
階
３
１
１
番
）

�（
５
６
５
４
）８
２
４
３

広告 内容については広告主にお問い合わせください。

はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは
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